
吹
雪
の
荘
園
に
ホ
ラ
貝
が

響
く
。
背
中
に
米
俵
や

ま
き
を
背
負
っ
た
白
装
束
の

大
行
列
は
、
映
画
の
ロ
ケ
を

ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
。

　
「
骨
寺
村
荘
園
中
尊
寺
米

納
め
」（
本
寺
地
区
地
域
づ
く

り
推
進
協
議
会
主
催
）
は
昨

年
12
月
15
日
に
行
わ
れ
、
県

内
外
か
ら
参
加
し
た
１
０
８

人
が
中
尊
寺
経き

ょ
う

蔵ぞ
う

へ
米
や
ま

き
な
ど
を
奉
納
し
た
。

　

駒
形
根
神
社
で
行
わ
れ
た

出
発
式
で
安
全
を
祈
願
し
た

一
行
は
雪
中
、
中
尊
寺
を
目

指
し
て
出
発
。
本
寺
川
沿
い

の
雪
深
い
道
を
慈じ

恵え
い

大た
い

師し

拝は
い

殿で
ん

ま
で
歩
い
た
。
そ
の
後
、
平

泉
町
へ
移
動
。
町
内
を
練
り

歩
き
、
い
よ
い
よ
中
尊
寺
へ
。

町
民
や
観
光
客
ら
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
月
見
坂
を
上
っ
て

経
蔵
入
り
し
た
。

　

同
協
議
会
専
門
部
長
の

髙
橋
博ひ

ろ
し

さ
ん
が
、
参
加
し
た

１
０
８
人
の
名
前
を
読
み
上

げ
、
名
簿
を
献
上
。
米
、
ま
き

や
特
産
品
の「
南
部
一
郎
か
ぼ

ち
ゃ
」
な
ど
を
経
蔵
内
に
奉

納
し
た
。
出
迎
え
た
中
尊
寺

の
山
田
俊
和
貫か

ん

首す

は「
困
難

な
道
を
越
え
て
、
奉
納
さ
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
荘
園
米
が
豊
か
に

実
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と

ね
ぎ
ら
い
、
経
蔵
別
当
の
菅

原
光こ

う

中ち
ゅ
う

住
職
は
奉
納
読
経

を
行
っ
た
。

　

経
蔵
別
当
・
自じ

在ざ
い

房ぼ
う

蓮れ
ん

光こ
う

が
所
有
す
る
骨
寺
村
は
、
初

代
藤
原
清き

よ

衡ひ
ら

公
の
時
代
か
ら

３
０
０
年
に
わ
た
っ
て
中
尊

寺
を
支
え
た
荘
園
。
第
二
次

大
戦
後
、
途
絶
え
て
い
た「
米

納
め
」
を
06
年
に
同
協
議
会

が
復
活
さ
せ
た
。

　

７
回
目
の
今
年
は
、
地
元

本
寺
中
の
生
徒
、
岩
手
大
や

東
北
芸
術
工
科
大
の
学
生
な

ど
若
い
世
代
の
参
加
が
多
く
、

行
列
は
過
去
最
高
の
１
０
８

人
。
同
協
議
会
の
佐
藤
勲か

お
る

会

長
は「
先
人
の
営
み
や
荘
園

の
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
を

次
世
代
に
伝
え
、
古
里
へ
の

誇
り
や
愛
着
を
醸
成
す
る
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
」
と
伝

統
継
承
に
力
を
込
め
た
。
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継ぎゆく
者たち

か
つ
て「
骨
寺
村
」と
呼
ば
れ
、

平
泉
・
中
尊
寺
の
荘
園
だ
っ
た
本
寺
地
区
。

「
骨
寺
村
荘
園
中
尊
寺
米
納
め
」は
、

中
尊
寺
経
蔵
に
米
や
ま
き
を
奉
納
す
る
習
わ
し
だ
。

中
世
の
行
事
を
再
現
し
、

先
人
の
思
い
を
継
承
す
る
人
々
を
追
っ
た

1_吹雪の中を中尊寺
目指して歩く一行／
2_出発式が行われた

駒形根神社／ 3_出
発式で祝辞を述べる

田代副市長／ 4_雪
中、ホラ貝の重厚な

響きがこだまする

5_108人の大行列は

大迫力／ 6_慈恵大
師拝殿で１年の実り

に感謝し無病息災を

祈る／ 7_拝殿内で

祈祷する経蔵別当の

菅原光中住職／ 8_

行列は平泉町内へ／
9_中尊寺が近付き笑
顔も／ 10_参道に続
く急な坂道を登る／
11_参道を練り歩く

／ 12_奉納読経が行
われた中尊寺経蔵／
13_本寺の特産品「南
部一郎かぼちゃ」を

奉納／ 14_読経が響
く経蔵前は、木漏れ

日と風に舞う雪で幻
想的な空間に

「先人の思い」と
変わらぬ伝統を未来へ

佐藤蘭
ら ん

さん　本寺中1年

「寒くてつらかったけど、長い歴史が

ある行事なのでやりがいを感じまし

た。伝統を受け継いでいきたいです」

國
く に ひ ろ

廣利
り

紗
さ

さん　岩手大 3 年

「景観だけでなく、地域の文化や人

の温かさも本寺の魅力。参加して良

かった。来年も必ず参加します」

本寺地区地域づくり推進協議会

佐藤　勲
かおる

会長

先人の思いを体感できる伝統行事です。

最近、若い人たちの参加が増えて、とて

もうれしく思います。

骨寺村荘園遺跡

卍
中尊寺

一関IC

○
一ノ関駅●

●平泉駅

●山目駅

●

駒形根神社

●慈恵大師拝殿

本寺川
磐

井
川

北上川

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

達谷窟●

厳美渓●

4
342

457

東
北
自
動
車
道

1

10

911
14

3 2

5 4

7 6

12

8

13

［骨寺村荘園中尊寺米納め］


